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	製品名: リラキシン受容体3ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：リラキシン3の受容体。リガンドが結合するとcAMPの蓄積が抑制される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：主に脳領域で発現する。黒質と下垂体で最も高く、次いで海馬、脊髄、扁桃体、尾状核、脳梁と続き、小脳では非常に低い。末梢組織では、副腎で比較的高く、膵臓、唾液腺、胎盤、乳腺、精巣で低い。,機能：リラキシン3の受容体。リガンドが結合するとcAMPの蓄積が抑制される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：主に脳領域で発現する。黒質と下垂体で最も高い発現を示し、次いで海馬、脊髄、扁桃体、尾状核、脳梁と続き、小脳では非常に低いレベルです。末梢組織では、副腎で比較的高いレベルを示し、膵臓、唾液腺、胎盤、乳腺、精巣で低いレベルを示します。
	研究分野
	-
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	RXFP3抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RXFP3 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

